
高年齢者労働災害防止対策
web説明会

北海道労働局

留萌労働基準監督署

1



高年齢者をめぐる労働災害の現状
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労働安全衛生法の規定

• (高年齢者の労働災害防止のための措置)
第六十二条の二 事業者は、高年齢者の労働災害
の防止を図るため、高年齢者の特性に配慮した作
業環境の改善、作業の管理その他の必要な措置を
講ずるように努めなければならない。

2 厚生労働大臣は、前項の事業者が講ずべき措
置に関して、その適切かつ有効な実施を図るため
必要な指針を公表するものとする。

3 厚生労働大臣は、前項の指針に従い、事業者
又はその団体に対し、必要な指導、援助等を行う
ことができる。
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エイジフレンドリー指針
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事業者が講ずべき措置
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リスクアセスメント
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労働者と協力して取り組む事項

• 個々の労働者は、自らの身体機能等の低下が労働災害
リスクにつながりうることを理解し、労使協力の下で
取組を進めることが必要。

• 厚生労働省ホームページのヒヤリハット事例集を参考
に取り組む。

• 青年、壮年期から取り組むことが重要。

• 定期健康診断を必ず受ける、特定健康診査等も受診。

• 事業者が行う体力チェックに参加、自身の体力水準に
ついて確認、気づきを得る。

• ストレッチやスクワット等の運動、ラジオ体操や転倒
予防体操を取り入れる。
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エイジフレンドリー補助金
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専門家総合対策コースの申請期限が
令和８年９月３０日までに延長！！
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